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平成19年度　農林水産省 地域バイオマス発見活用促進事業



CO2吸収と 
資源の再生 

光合成 
バイオマス製品 
バイオマス燃料 

バイオマス利用型社会 
地球温暖化防止・持続的循環型 

これからの 

化石資源依存型社会 
地球温暖化進行・非循環型 

これまでの 

メリット1

メリット2

メリット3

メリット4

地球温暖化の防止
「カーボンニュートラル」な
資源なので、温室効果ガス
（CO2）の排出を抑制します。

循環型社会の形成
「資源使い捨て社会」から
「資源リサイクル社会」への
移行を促進します。

戦略的産業の育成
バイオマスを利用した「新た
な産業」が生まれます。

農山漁村の活性化
「エネルギーや素材の供給」
という新たな役割が期待さ
れます。

廃棄物系バイオマス 未利用バイオマス 資源作物

●畜産資源（家畜排せつ物等）

●食品資源（加工残さ）

●産業資源（パルプ廃液等）

●林産資源（製材工場残材、建築廃材等）

●下水汚泥

●林産資源（林地残材）

●農産資源（稲わら、もみがら、麦わら等）

●糖質資源（さとうきび、てんさい）

●農産資源（米、いも類、とうもろこし等）

●油脂資源（なたね、大豆、落花生等）

「バイオマス」は動植物から生まれた再生可能な有機性資源です。
代表的なものに、家畜排せつ物や生ごみ、木くず、もみがらなどがあります。

石油などの化石資源を使い続けたことによる地球温暖化は、すでに世界中が危機意識を持つところまで来ています。
その回避策が「カーボンニュートラル」です。化石資源の使用は大気中のCO2を増加させる一方でしたが、生育
過程でCO2を吸収するバイオマスを利用することで、温暖化を防ぐことができます。さらに、バイオマスは私たち
の手で再生することが可能な資源です。地球環境を守る鍵は「バイオマスの有効活用」にあるのです。

カーボンニュートラルとは・・・
バイオマスの炭素は、もともと大気中のCO2を植物が光合成に
より固定したものなので、燃焼等によりCO2が発生しても、実
質的に大気中のCO2を増加させません。

菜の花プロジェクト
資源循環のモデル地域として、滋賀県東近江市の「菜の花プロジェクト」があります。東近江市では「なたね」
を利用して、循環型社会の形成、地球温暖化の防止、地域の活性化を目指しています。
詳細は、菜の花プロジェクトのＨＰをご覧下さい。→ http://www.nanohana.gr.jp/index.php

バイオマス資源を最大限有効に活用していくため、政府は平成14年12月に「バイオマス・
ニッポン総合戦略」を策定し、バイオマス利用促進に向けて、国家プロジェクトとして取り組
みを開始しました。
平成18年3月には、これまでのバイオマスの利活用状況や平成17年2月の京都議定書発効
等の戦略策定後の情勢の変化を踏まえて見直しを行い、国産バイオ燃料の本格的導入、林
地残材などの未利用バイオマスの活用等によるバイオマスタウン構築の加速化等を図るため
の施策を推進しています。

対象バイオマス 年間発生量 バイオマスの利活用状況 

約8,700万トン 

約7,500万トン 

約7,000万トン 

約3,700万トン 

約2,000万トン 

約430万トン 

約470万トン 

約1,400万トン 

約340万トン 

家畜排せつ物 

下水汚泥 

黒液 

廃棄紙 

食品廃棄物 

製材工場等残材 

建設発生木材 

農作物非食部 

林地残材 

堆肥等への利用　約90％ 

建築資材・堆肥への利用　約70％ 

エネルギーへの利用　約100％ 

素材原料・エネルギーへの利用　約60％ 

　肥飼料等への利用　約20％

 

製紙原料・エネルギー等への利用　約95％ 

製紙原料・家畜敷等への利用　約70％ 

　堆肥・飼料・家畜敷料等への利用　約30％ 

　製紙原料等への利用　約2％ 

未利用　約10％ 

未利用　約30％ 

 

未利用　約40％ 

未利用　約80％ 

未利用　約5％ 

未利用　約30％ 

未利用　約70％ 

ほとんど利用なし 

 

廃
棄
物
系
バ
イ
オ
マ
ス 

未
利
用
バ
イ
オ
マ
ス 

※ 各バイオマスのデータは2006年12月時点のものです。 

■■■ バイオマスの賦存量と利活用状況 ■■■

ババイイオオママススっっててななにに？？



なたね油・家庭や食品事業者から 
排出される廃食用油 

稲わら・ソフトセルロース・ 
サトウキビ糖蜜・木質系バイオマス など 

ババイイオオマスの利活用例マスの利活用例
食料自給率の低い日本では

食料供給と競合しない稲わらなどから
バイオ燃料を生産することが重要なんだよ!!

北海道滝川市　　 中空知衛生施設組合（3市2町で構成）
広域ごみ処理施設「リサイクリーン」は、地域から回収した

1日約30tの生ごみをメタン発酵し、電力や熱に変換し利用

しています。また発酵残さも肥料として利活用し、資源の

有効利用と環境負荷の低減に努めています。

バイオ燃料がいま世界中で注目されています。自動車の燃料等、輸送用に用いられるバイオマス由来の燃料をバイオ燃料

といいます。化石由来の資源であるガソリンや軽油を代替することで、二酸化炭素の発生抑制に寄与できることから、地球

温暖化の抑制効果が期待されます。

わが国では、国産バイオ燃料の大幅な生産拡大に向けた工程表が作成され、政府全体でバイオ燃料の生産と利用拡大に向

けた取り組みが開始されました。 民間・研究機関等では、既存のバイオエタノールに関する研究をもとにした大規模な生産

や、バイオディーゼル燃料の生産・利用に関する取り組みが進んでいます。

～バイオ燃料の利活用～

バ
イ
オ
ガ
ス
の
利
用

～さまざまなバイオマスの利活用～
岡山県真庭市　　　　 銘建工業株式会社
1日あたり140t発生する木質資源（樹皮15t、端材10t、プ

レーナーチップ115t）を、廃棄物とせずに木質バイオマス資

源として有効に利活用し、エコ発電（2,000ｋW/h）電力は本

社工場及び事務所に使用して、夜間主体の余剰電力

（1200ｋW/ｈ）を売電しています。木質ペレット燃料は3台のペ

レット造粒機で年間15,000tを製造して全国販売しています。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用

滋賀県甲賀市　株式会社水口テクノス
甲賀市においては一般家庭の生ごみの堆肥化を進めてい

ます。平成14年より取り組み始め、平成19年9月末で

6,000世帯（全世帯の19％）の参加を数えます。平成20年3

月末で10,000世帯を目指しています。
堆
肥
と
し
て
の
利
用

バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス
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沖縄県伊江島では、アサヒビールと「高バイオマス量サトウキビ（収量が従来の

製糖用サトウキビ品種より格段に高い）」を開発した九州沖縄農業研究センター

がバイオエタノールの共同研究を行っています。同じ耕地面積から、従来と等

量の砂糖を確保しながら、より多くのバイオエタノールを生産することを目指して

います。得られたバイオエタノールで、伊江村の公用車を用いた走行試験も行っ

ています。バイオエネルギーは地産地消。地域の工夫と努力で地域振興のチャ

ンスが広がると期待されています。

バイオエタノールの製造に向けた取り組み

京都市では、地球温暖化の防止と持続可能な循環型社会の構築に向けて、市民・事業者及

び行政の連携の下、具体的な地域循環システムの取り組みとして、家庭や事業所から排出

される廃食用油を回収しディーゼル燃料として利活用するバイオディーゼル燃料化事業を推進

しています。この取り組みの有用性としては ①化石燃料の使用抑制による地球温暖化防止、

②環境にやさしい低公害燃料、③市民啓発（環境意識の向上）などの効果があります。現在、

家庭からの廃食用油の回収拠点は市内1,000拠点以上、回収量は年間15万Lとなるなど取り

組みの輪が大きく広がってきており、製造されたバイオディーゼル燃料150万Lは、ごみ収集車

220台、市バス95台に利活用しています。

バイオディーゼル燃料の製造に向けた取り組み

沖縄県伊江村　　　　 アサヒビール株式会社／九州沖縄農業研究センター 京都市バイオマス
タウン

バイオマス
タウン

バイオマス
タウン

バイオマス
タウン新潟県上越市 アグリフューチャー・じょうえつ株式会社

地域企業の出資により設立されたベンチャー企業で産学官連

携の下、新たな樹脂の開発を行っています。バイオマス（間

伐材、古々米、もみがら）を主原料に、化石資源由来の樹

脂とほぼ同等の物性・低コストを実現した各種プラスチック成

形用樹脂を開発、上越市で間伐材からの樹脂が給食トレー

に導入されたほか、古々米などからの樹脂が指定ゴミ袋とし

て導入の予定であるなど、製品としての利用が進んでいます。

2010年までに5万ｋL!
2030年には600万ｋL生産できる可能性も!

（農林水産省試算）



「バイオマスタウン構想」募集中！

公表の基準 

基準に合致していれば 
バイオマスタウンとして 

公表 

1. 廃棄物系バイオマスの90％以上、また     
  は未利用系バイオマスの40％以上の利     
　 用に向けた総合的な利活用 
 
2. 関係者が協力し、安定的で適正な利用 
 
3. 関係法令の遵守 
 
4. 安全の確保 

地域の関係者が協力した推進体制 
 
効率的な収集・輸送、変換、利用
のシステム 
 
地域の多様なバイオマスを複合的
に利用 
 
無理のない運営 
 
地域の需要に対応した利用 

農場 農場 

森林 森林 

食品工場 
レストラン 
食品工場 
レストラン 

一般家庭 一般家庭 

変換施設変換施設 変換施設 
農作物残渣 

家畜排せつ物 

堆肥、電気 

林地残材 

食品廃棄物 

下水汚泥 

電気、熱、プラスチック 

施設内、施設間で 
資源、エネルギーを融通 

平成22年で 
300市町村を目標 

バイオマスタウンとは？ 

どのように 
実現するの？ 

域内において、広く地域の関係者の連携の下、バイオマスの
発生から利用までが効率的なプロセスで結ばれた総合的利
用システムが構築され、安定的かつ適正なバイオマス利用
が行われているか、あるいは今後行われることが見込まれ
る地域のことです。 

市町村が中心となって、地域の
バイオマス利用の全体プラン
「バイオマスタウン構想」を作
成し、その実現に向けて取り組
みを進めていきます。 

ババイイオオママススタタウウン構想ン構想

※支援活動に関する詳細は
http://www.jora.jp/txt/katsudo/ikusei/adviser.html をご確認ください。

→人材育成事業研修修了者(バイオマスタウンアドバイザー)による支援活動｠｠
→人材育成事業研修修了者(バイオマスタウンアドバイザー)名簿｠
→バイオマスタウンアドバイザー支援申込書

お問い合せは

社団法人 日本有機資源協会「バイオマスタウンアドバイザー連絡会 事務局」
TEL:03-3297-5618 FAX:03-3297-5619 E-mail:adviser@jora.jp

生物由来の資源（バイオマス）を使用し、

品質及び安全性も良好な環境配慮商品の

目印です。平成19年10月現在、バイオ

マスマーク認定商品は131品目あります。

認定商品数は日々増加しております。

バイオマスマーク

家畜排泄物処理施

設を整備した「有

機物リサイクルセン

ター美土里館」に

おいて、地域資源

である5種類（牛

糞・生ごみ・落ち

葉・もみがら・おが

こ）のバイオマス利活用により、良質な堆肥を製造し、町内

の農地に還元しています。環境保全型農業を推進するととも

に、豊富な森林資源の利用、ごみのリサイクル、地産地消

を進め、循環型社会を構築しています。

林業・木材産業のま

ちである特性を生か

し、製材くずや林地

残材を木質バイオマ

ス発電の燃料や木

質ペレットの原料とし

て、余すことなく利

活用しており、公共施設等には32台のペレットストーブを導入、木

質ペレットの需要拡大と通年利用を目指した企業との共同事業も

推進しています。また、林地残材の搬出や農業体験等を組み合

わせたエコツアーの参加者が対価を地域振興券で受け取り、観光

施設の利用や特産物の購入をしていただくことで、地域活性化と

バイオマスタウン推進ネットワークの拡大を図っています。

バイオマスタウンアドバイザーは、バイオマスタウン構築を推進する

ため、バイオマス利活用に関して、さまざまなバイオマスの生産・収

集、変換、利用方法へのアドバイスや、多方面にわたる関係者を

コーディネートします。アドバイザーは、地方公共団体等からの要

請を受け、①バイオマスタウン構想作成の支援　②地域における

バイオマス関連の事業化の支援　③地域におけるバイオマス利

活用の支援（シンポジウム等の講師、資料作成など）等の活動を

してまいります。バイオマスタウン構築の際にぜひご活用下さい。

岐阜県白川町

農林業のまち日田

市では、全世帯か

ら出る生ごみと農

集排汚泥、豚糞尿

や焼酎かすなど80

ｔ／日をメタン発酵

し、メタンガスを利

用した発電を行っ

ています。処理過程で発生する残さは、堆肥や液肥として

地域の農家に提供しています。また、300ｔ／日の木質バイ

オマス発電も稼働中で、さらに杉や檜の皮（バーク）の固形

燃料化も着手予定となっています。

大分県日田市

豊岡市ではコウノト

リも住める環境の

創造と循環型社会

の実現を目指した

バイオマスの利活

用の推進として搾

油機、ＢＤＦ精製

装置を導入。遊休

農地等になたねを栽培し、農地保全、景観形成、農業の再

生に繋げ、さらに食用として利用した油をＢＤＦへ変換します。

また、豊富な森林資源を活かすため、間伐材等の木質バイ

オマスのチップ化、ペレット化についても進めていきます。

兵庫県豊岡市

栃木県茂木町

●●● バイオマスタウンの事例 ●●●

バイオマス
タウン

バイオマス
タウン

バイオマス
タウン

バイオマス
タウン

市町村が中心となって、地域のバイオマス利用の全体プラン「バイオマスタウン構想」を作成し、その実現に向けて取り組

みを進めていきます。構想は随時受付中です。最寄りの農政局にお問い合せください。 （連絡先はパンフレット裏面を参照ください。）

バイオマスタウンアドバイザー バイオマスタウン構築を
支援します


